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2016年

１   ６　月 日

<水曜日>

　
【
水
素
爆
弾
】
核
兵
器

の
一
種
。
ウ
ラ
ン
や
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
の
核
分
裂
反
応

を
利
用
す
る
原
子
爆
弾
に

対
し
、
水
素
爆
弾
は
原
爆

を
起
爆
剤
に
し
て
核
融
合

反
応
を
起
こ
す
。
水
爆
は

原
爆
に
よ
っ
て
高
温
を
起

こ
し
、
重
水
素
や
三
重
水

素
（
ト
リ
チ
ウ
ム
）
な
ど

の
融
合
反
応
を
誘
発
さ

せ
、
大
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
放
出
す
る
た
め
、
放
出

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
原
爆
よ
り

も
数
百
倍
も
大
き
い
。
米

国
が
１
９
５
４
年
に
太
平

洋
・
ビ
キ
ニ
環
礁
で
実
施

し
た
水
爆
実
験
で
は
、
付

近
で
操
業
中
の
静
岡
県
の

マ
グ
ロ
漁
船
「
第
五
福
竜

丸
」
乗
組
員

23人
が
被
ば

く
し
た
。

　
国
連
安
全
保
障
理
事
会

決
議
を
無
視
し
た
強
硬
姿

勢
に
国
際
社
会
の
反
発
は

必
至
。
拉
致
問
題
解
決
へ

日
朝
交
渉
を
続
け
る
安
倍

政
権
は
、
難
し
い
判
断
を

迫
ら
れ
そ
う
だ
。
金
第
１

書
記
は
昨
年

12月
、
水
爆

の
保
有
を
表
明
。
豊
渓
里

の
核
実
験
場
で
新
た
な
坑

道
掘
削
の
動
き
が
確
認
さ

れ
て
い
た
。

　
北
朝
鮮
の
原
子
力
研
究

院
長
は

15年
９
月
、
ウ
ラ

ン
濃
縮
施
設
や
黒
鉛
減
速

炉
（
原
子
炉
）
な
ど
寧
辺

の
全
て
の
核
施
設
が
「
正

常
稼
働
を
始
め
た
」
と
表

明
。
「
米
国
が
無
分
別
な

敵
視
政
策
に
執
着
し
続
け

る
な
ら
、
い
つ
で
も
核
の

雷
鳴
で
応
え
る
万
端
の
準

備
が
で
き
て
い
る
」
と
し

て
核
実
験
の
可
能
性
を
示

唆
し
て
い
た
。

　
北
朝
鮮
は

14年
３
月
に

「
新
た
な
形
態
の
核
実
験

も
排
除
し
な
い
」
と
の
声

明
を
発
表
し
た
。
高
濃
縮

ウ
ラ
ン
を
使
っ
た
実
験
や

複
数
の
核
爆
弾
の
同
時
実

験
を
行
う
可
能
性
も
指
摘

さ
れ
て
い
た
。

北朝鮮が水爆実験
国
際
社
会
の
反
発
必
至

６日、水爆実験の実施を発表する朝鮮中央テレビ

　　　　　　　（聯合ニューステレビから・共同） 

　
【
北
京
共
同
】
北
朝
鮮
は
６
日
、
初
の
水
爆
実
験
を
実
施
し
た
と
発
表
し

た
。
４
回
目
の
核
実
験
で
、
金
正
恩
（
キ
ム
ジ
ョ
ン
ウ
ン
）
第
１
書
記
の
体

制
下
で
は

２
０
１
３
年

２
月
に
続
き

２
回
目
。
北

東
部

咸
鏡
北
道
豊
渓
里
の

実
験
場
で
行
っ
た
と

み
ら
れ
る
。
核

開
発

技
術
の
「
向

上
」
を

誇
示
、

関
係

改
善
の

見
通
し
が

立
た
な
い
米
国
に
無

条
件
対

話
再

開
な
ど
の

譲
歩
を
迫

り
、
金
第
１
書
記
の
権

威
を
高
め
る

狙
い
が

あ
る
。
　


